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米国Uヒ寄付講座 明治大学安全学翻究所共催

ULからのご挨拶              ■ ‐| ■

【indcrw ritthrs l″aborat(高cs lncこと【11ンは 安ヽ全に1対する米務で,ll■「中に角iられている米

lq法人で、1891年に設立されて以来、もう100年以 1をも世界をより安令な場所にすることに'ilカ

してきました。丁]ンの相[紙としてのミッションは、「安全科学と危険になづく安令 li学を迪)円す

ることにより、安全な生i岳・職場環境をtlr,生する」であり、このミッションの達成を|十持して、

製品安ちヽ規幣の開発、安全試験の実施、製品の安全認証などの米務を提供しています。公共

安令に,il力する米IHの相[織で、卜Jい1に製:il:を臨1liされる「1本企雅、特に|じ気・1こr機 淋|の製

造米その持様に広く角|られています。また、rど もを含む一般市民を対象にした安全に1増する

梓発活動にも積極的に取り村tんでいます。

H本 においては、米IHに理||:を輸出されるH小 企業、キ↓に、1こ気・1じr機 器の製造許のキ様

より広くご佐頼をいただいております。【II夕Japanは【iI夕の100,)r公十Lで、1チ十勢、東京、横浜に

主要
'ji米

所を設け、liに製il!安全試験 ・認前i、1ハIC拙」定などのサービスを避じて、|1本のお

客様が米1吋,H本 のみならず口!界中の市場に製↓品をilit古されるお「伝いを対応した製品安全

試験・認品に、軍甲c押定などのサービスを1:に提供しております。fl抑|は、www.ulぃ)m/jpをご

蛇ください。‐■|| |

1891年にシカゴに,党立された【!I″は、すでに100年以上に11り、十L会のために安令を
′、1=る努

力を続けています。(11夕のミッションは、「安企科学と危機に'1【づく安全 1:学(saltt〕r sぐiCncぐ

and hazard based sattty cngincel'inF)を遡用することにより、人々の安全なイ|:活・職場環

境をlll進するJとなっており、このミッションjと成を卜!指して、iiに製品|:安全規格の開発、製品

安全試験、適命認証:lヤ)発イFなどの業務を提供しております。また、児せを含む ‐般市民を

対象に安全に関する幣家14発活動にも積梅的に取り組んでいます,

この)庇、明治大学殿のご支ササを得て、公共安全の雑姓という弊十とのミッションを体lllする安

全学のi‖座に1専び協力させていただくことになり、誠に光米に存じます。この識AIがより安全

な社会の構栄に役立つことを明に祈っております。

牧具



安全・安心な社会の実現のためには、ものづくり技

術として安全を実現するだけでなく、社会科学や人文

科学も包含して、広く、統T的 、包括的、領域横断的に考

察する必要があります。このような新しい学問が安全

学です。本講座では、安全とは何かなどの理念的な面、誤使用などの人間的な

面、消費者の生活や原子カエネルギーの社会的な面など、安全学の立場から、

安全の在り方について広く統■的に考えます。

(注)本講座は、理工学研究科新領域創造専攻の科目である安全学特論 1を一

般に公開するものです。

※受講料には書籍代も含まれています。

安全に興味を持つ一般の方々から、安全を学習する学生。大学院生、および企業およ

び公官庁の安全関係者(安全管理者、製品設計者、法規・規格担当者、安全評価関係

者、経営者、等)まで、広く受話されることを期待しています。

Greetings from underwriters Laboratories inci

Unden川「iters Laboratottes inc o「
Ⅲ
uLi ls a US headquartered 60南 pany that

is focused on prOduct saFety  is kno ′ヽrn around the 、′vord lo「its work on

safety ULヽwas estab‖shed irl ChicagO in 1 894 and has been tYolKing 10r 3

safe「woHd for rnore than]00 years に s corporate mission is Ⅲto o「omOte

saFe ‖ving and wcl「king environments for people through the appHcation of

safety science and hazard based safety engineeringi and to achieve it t」L

develops product Safety standards conducts sattty testing and certi有 es

products fo「saFety Recognizing the grovt7Fng cOncern in the wЮ「d about our

env onlコent UL no、打o1600汗ers environmental certification sen′ices  The

cornpany also endeavo「 s to educate the general pubけ c ittcluding young

ch‖dren about safety

ltis Ae‖known to UL works withimany」 apanese co!神panies who eXpo「t thetr

products to the USA especia‖ y manuFacturers of electrical and electronic

devices  l」L Japan lA/ith Offices in ise Tokyo and Yokohama and ise  Fs a

ルヽho‖y Ovvrled subsidiary O千Uと oflettng services of that otters prOduct safety

testing and certification E卜ИC measurement and othe「 s to ado「ess servlces

to llelp manuf3Cturers access giobal markets,including the USA and」apan

Yoじcan ieam more about uL by visiting、ハハムハ〃ulCOm

ヨーディネータ・講師紹介 ◆◆◆◆◆◆

描 最 最 美  智 査軍転 緩 摺 録置寄旨饉 筆畜 全学系

明治大学大学院工学研究科博士課程修了。喜門は、ファ
ジィ理論、人工知能、安全学。工学博士。元日本ファジィ学
会会長、日本信頼性学会会長。現在、安全技術応用研究会
会長。日本学術会議連携会員、経済産業省消費経済審議会
製品安全部会長、私立大学情幸R教育協会会長。

ホ松撫 機磐 是 警ワ発 朝智督評舞恩
造理工学部

早稲田大学理工学部工業経営学科卒業。博士(工学)。金沢エ
業大学教授を経て現職。専門は人間生活工学。著書に、
「ヒューマンエラー」(丸善)、「エンジエアのための人間エ
学」(日本出版サービス)、「ワークショップ人間生活工学」
(丸善)などがある。

ヨ■ディネ■タ 向1殿政男11競共掌遠主学部蔵義な学札教壊

教
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50名

☆☆☆

16‐回 (8日間)

△
ム 駿河台キャンパスーl」パテイタ

曜

時

土曜日

13:00～ 16:10

受 講 料 地888路熱

ネ法大会員料金とは、「リバティアカデミー法人会員」に
ご入会 いただいている企業の方の料金で曳

Uはwas estabished in ChicagO in 1 894 andihes bee,putting efforts into

secuHng saFety fOrthe sake ofthe soSety work ne lor a saFer wcHg for mOre

than 1 00 yeers its corporate rn ss on is■o prottote sefe‖ving and working

envi「onmenis f6「 people, thrclugn the app,cation of safety science arld

hazard based safety engineering",and to achieve it,りとcovers development

of UL develops product saFety standards. conducis saFety testing arld

issuance of certi有cations for conformity among othersce成所ies products lo「

safety on top ofthem―itUL also endeavors to edttcate the general pubttc

including young clli10ren,for about saFety           ‐

Wth the Supttb代イrOtt Mew uttversにy,Unde剛 打あた―臨bbば も高es F8仰‖yに

agairl honoed to donate to SaFety Researcl1 013sses consistent vvth iis

corporate Rnission of prOttOting pub‖c safety 8nd 前にhes that thё olass

contttbutes to building a sarer sOciety

Best regardsす

夕

作 /
Au9ust W Schaefer

S , V i c e  P r e s i d e n t  t t  P u b l i c  S a l e t y  O f f i c o F

増田 優 お 茶の水女子大学教授

京都大学理学部卒業、通商産業省化学品費全課、工業技術院
技術審議官、経済産業省製造産業局次長等を歴任、東京農エ
大学教授・目」学長を経てお茶の水女子大学教授。化学生物総
合管理学会会長、社会技術革新学会会長、知の市場会長。学
術博士。

彦朱 楢 襴 韻 鏑 雰討熙 雲安全学系

早稲田大学大学院修士、労働省産業安全研究所機械研究
部主任研究官、工学院非常勤講師、北九州市立大学国際
環境工学部機械システムエ学科教授、長岡技術科学大学
システム安全系教授を経て、現職。NPO安 全工学研究所
理事長を併任。長らく、自動化技術、ロボット技術に伴
う安全についてのプラスとマイナスの両面からの研究に
従事。工学博士。

①lf安全学入門■安全か確立から費心ヘーl
(研蔵社)儀産務由にお渡じします)―| ‐i

②オリジナルレジユメ    |



4 2 3 1雲 茎甚竜経難戸『賀うと脚 博 の安全の哲学輌 の紹介掛 &整 学という新しい安Jこ 関す禅
(主) 1間 の全体像を紹介する。

聡
41斃

龍 謙 需 密 」軸 鋪 等暖 Jこ関連したヒューマンフアクターについて詳しく紹l■)1不署写斌

砕筈PI堺 鰍 椛 謙 、我が国潤すで安全を考えるこJよ 』よや出来な帆 世界の中の安全学とし&働 こ新描娯ふ低あ基濫品花坑   錫 招謎 。

6/111社 会締J度として安全を創る
(土) 1安 全の規則や安全の社会制度の在り方を考えることを通して、安全と責任の関係につしヽて考察する。

惚51習整審塩彗譜締冒菱讐雛 前予開こ焦点を当こまち)くりを通 した安全と安心の確保につしヽ(土) |そ砦曇挙風

原子力の安全
原子力の安全確保の考え方と実例また事故の例を紹介し、原子力発電と核燃料サイクルのしくみおよび放

射線の基本的な知識を分かりやすく概説しながら、原子力の安全とその社会的受容性について考える。

ものと環境としての安全
材料や物質を通して環境の安全を考えると共に、リサイクルを通して安全を創ることを考える。

暮らしから安全を考える
リスクコミュニケーションの基礎につしヽて紹介すると共に、安全にお|するリスクコミュニケーションの

重要性と、リスクコミュニケーションの実践等についても考察する。

(懇親会)な お、最終日の8月 6日 に|よ、授業終了後、講師と履修者全員参加で懇親会を開催し、フリーディスカッションを行う予定です。

凸米 候義 閤 薔 異舗 胃 離謡 覇 猷窒 発 安全学系
1959年千葉県に生まれ、1983年千葉大学大学院工学研究
科修士課種建築学尊攻を修了。建築・都市計画コンサルタ
ントの(株)マヌ都市建築研究所主庸研究員を経て、2004年
4月より現職。博士(学術)。専門は、都市計画、まちづくり、
防災、防犯。著害に「防犯まちづくり」(単書、ぎょうせい)、
「大地震に備える」(丸善)。

熱落諭翻 撃築曜議隠霧評
部長(兼)主席研究員

明治大学客員教授(予定)

東北大学大学院工学研究科博士課桂修了、工学博士。米国M
lT原 子力工学科客員研究員を経て、東京電力(株)技術開
発研究所入社。日本機械学会理事、日本伝熱学会理事、日本
原子力学会理事を歴任。現可視化情報学会理事。1998、2002
年日本原子力学会賞技術賞受賞、2005年 日本機械学会貸

(技術)、2009年日本原子力学会熱流動部会業績賞受賞。専門
は原子炉工学、原子カシステム及び安全工学、熱流体工学。

発泡 疑 主 轡 釜 霧 輪 議 縫 聾攻難 姦

明治大学工学研究科修了。1974年から建設廃葉物、工業目」
産物の再資源化に関する実験的研究に着手 し、その後、建
築材料の環境影響評価システム、目的指向型材料設計シス

テム、解体設計システム等の構築。団土交通省や神奈川県
等のグリーン調達関連委員会・建築材料の」 iSの 改正等
の委員長を歴任。また、環境保全・資源循環に関する技術開
発を民間企業・自治体等の委託を受けて実施 している。

]を鈴 栞 格録奎量聾議 閣野幅難窪鏑彗筆塁安基学系
1942年東京都に生まれ、1965年明治大学工学部工業化学
科卒業、1972年東京都立大学大学院工学研究科博士課程
修了(工学博士)。(財)化学物質評価研究機構企画管理部
長、淑徳大学教授を経て、2006年4月より現職。経済産業省
化学物質審議会委員及び産業構造審議会委員、環境省中
央環境審議会委員。専P弓は、環境化学、リスクコミュニ

ケーション。2004年度日本分析化学会技術功績賀受賞、
2006年度環境科学会学会賞受賞。



「入会・受講申込書」お申込み開始日襲3昌と黙
初めて受講される方は、入会金31000円 (3年間有効)をお支払いいただきます。
なお、ご入会にあたつては、講座案内 ホームベージ掲載の レ、会と受語のこ案内」をご確認ください。
「安全学入輝ど受議の方は入会金 更ヽ新料が無料となります。

お申込みする講座をご記入ください。

割引対象の方は害」引特典申告欄の該当項目をチェックしてください。

すでにリバティアカデミー会員の方は、会員番号などのこ記入をお願いします。

|のお届け

‐| | | ■‐

|める農け

目 FAXの 場 合 |
この用紙に必要事lIFを記入して、送信してくださし、

鶴機臼鶴畿轡る時4542

FAX言3入項目に従って、必要事項をお伝えください。

03口3296‐ 4423

t国二_二空 量生|
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個人情報の利用目的について
次の目的以外に利用することはありません。
1.曼H生 への連絡及び呈鶴資料

(質議料振込癌紙、受話案内、会員証、教材、

アンケート等)の送付

2.瞬座関連情報のご泉内

(バンフレット、チラシ、会議等)

3.受H生 に関するI串 の作成

(名簿、出欠表、講座履犠表、続計資料等)

なお、会民の情報を会員の同意なしに第二者に開示
・提供することはありません (法令争に基づき提供す

る場合を除く)。ただし、講座申込・運営上必要不

可欠な場合に限り、講座秦疑先業者または隅師に

受覇生氏名等を通知する場合がありま抗 会員の個

人情報は、明治大学にて厳題に管理いたします。

明治大学で
誓ジ轟ンンン藤

麗資料請求・お申し込み〔お閥い合わせ

1と 東京から4永 青山から9永 新宿から10分
御奈ノ水から徒歩3分、神保町から徒歩7分。通学に便利で抗

●明治大学教授陣による「理論」と「実践」
ビジネス教育に精通した明大教授陣がヨーディネータを務めま名

3るキヤンパスで学ぶ、会員制度
大学図書館の利用、学内書店での害」写1等の会員特典がありま曳

4とMBAのファーストステップとして
ビジネス・プロフェッショナルヘの第一歩を明治大学から。

あヽ路暇.明治大学リバティアカデミー
CAMPUS&OFFiCE

駿河台キャンパス・アカデミーコモン11階
〒101‐8301東京都千代田区神回駿河台+1
T E L:03‐ 3296-4423
F A X : 0 3‐3 2 9 6‐4 5 4 2
メール :academy@mics.meけLac.,p
URL:http立 ′academytmettLip

受付時間
■平日 10:30‐19:00

■土曜 10i30‐15:30

[体業国]
■日曜・祝日・大学指定日

フリガナ

氏  名

年齢     歳  1性 llf l 男 ・ 女

生年月日(西暦)19  年   月   日

住  所

T

□自宅住所  国 会社住所

電話番号 Eメール

FAX番 号 携帯電話

勤務先名
十 一 ― ― …  1車 響 __十 一 …… … ― ―十一

国会社員  □ 会社経営・自営  国 会社役員  □ 学校・医療  □ 公務員  □ 専門職(税選士等)

ロアルパイト・派遣  □ 主婦  □ 無職  □ その他
職 業

講座コー ド 講座名

報 階典申告欄
冨蟹 電 算 品 始 鏡 婁 品 別祭  □ 綱岬諮裟員*

)

1会員記入欄
※会長の方のみ記入

会員番号 氏  名

携帯電話

轟ン
ン

学
さ
力
で
明
日
の
利
益
。

ン

ン

嫌 鏑縮 鏑 盤轟 告_電Dセα∞。

堤縄施翻鶴媛8続研禁範わ¥2孔000
一気にコミェニケーションの“ヨツ

"を
学arrしまおう!

詳しくは、講座案内バンフレット「ビジネスプログラム」をご請求ください。


